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１．本校の紹介

•東京都町田市（町田駅からバス２０分）

• ユネスコスクールキャンディデート校（２０２１年６月～）

• ユネスコスクール（２０２２年１２月～）

都立高校としては４番目の認定

（西東京地区の都立高校としては初！！）

77



本校のユネスコスクール認定

88



校内での全教育活動へのESDの推進に向けて

99

校長室前



校内での全教育活動へのESDの推進に向けて
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→ ポスターセッション（１２：００－１２：４５）



本校の教育課程の特色 ー ESD推進 ー
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全ての教科 ・ 科目での ESD推進に向けて

1212



本校を受検する生徒の状況

•令和６年度 都立高校全日制等志望予定
（第１志望）調査結果（資料２より）
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２．実践紹介

本校のグローバル・ネットワークを
活用した「総合的な探究の時間」
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東京都立山崎高等学校の「総合的な探究の時間」の概念図
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本校の「総合的な探究の時間」のロードマップ

• ホールスクールとしてのアプローチ

• グローバル・ネットワークの活用

• 本校の実態に合った持続可能な教育活動
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組織図

• ホールスクールとしての取り組みとグローバル・

ネットワークの活用
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ASPUnivNet
玉川大学教育学部

小林教授



東京都独自教科 １学年「人間と社会」

•「グローバルな視点で」での探究活動

→ ユネスコスクール間の海外学校との学校

間交流を活用して
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本校と海外学校とのオンライン交流
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本校の海外学校間のオンライン交流

•イギリス ISC London校 2023年6月 ～

•韓国 Geochang High School 校 2022年12月～

•ロシア Gymnasium＃９校 2021年10月～

•東京都立高校 海外学校交流推進校
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１学年 「人間と社会」 での探究テーマ

「学校生活における国際理解」

→ 玉川大学小林教授との協働的な探究活動
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３．成果と課題
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成果と課題

• 同時双方向でのオンライン国際交流

• 「人間と社会」での探究活動から

→ 生徒が主体的にSDGｓ１６番目・１７番目への国際
理解と貢献につながる活動
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課題

• 姉妹校締結

• 国内留学

→ 地域連携を深める

ホールスクールアプローチ

• 生徒から変わる、生徒が変わる、地域がより積極的に
かかわり教員が変わる

• ユネスコスクールとして、持続可能な社会づくりを地
域とともに、地域からグローバルネットワークへ

・校内でとどまる形ではなく
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４．今後の展望
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今度の展望

• さらなるグローバルネットワークを生かして

• 国内外

• 地域連携を深める
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